
申請書類
ⅰ　様式（記載例）
	鉱山保安法施行規則第４３条第１項の表６の項下欄第３号の
規定（電気事業法第４３条第２項の要件）に係る承認申請　
                                                平成○○年○○月○○日
　九州産業保安監督部長　殿
郵便番号      ○○○－○○○○
住所          ○○県○○市○○町○○－○
鉱業権者名又  ○○株式会社
は鉱業代理人  代表取締役　○○○○　　　印
　鉱山保安法施行規則第４３条第１項の表６の項下欄第３号の規定により作業監督者の資格の承認を受けたいので申請します。

	
	作業監督者の資格承認を受けたい鉱山の名称及び所在地
	  ○○　鉱山
　○○県○○市○○町○○－○
	

	
	資格承認を受けたい作業監督者
	氏名及び生年月日
	  ○○○○　昭和○○年○○月○○日生
	

	
	
	住所
	  ○○県○○市○○町○○－○
	

	
	作業監督者の監督に係る電気工作物の概要
	  受電電圧　　　　　　○○○Ｖ
　最大電力　　　　　　○○○ｋＷ
	

	
	
	
	

	備考
１．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２．氏名を記載し、押印することに代えて署名することが出来る。この場合において署名は必ず本人が自署するものとする。


ⅱ　承認申請書に添付する書類
イ　資格承認を必要とする理由を記載した書類
ロ　承認を受けようとする者の自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安に関する知識及び技能に関する説明書。
　ここでいう知識とは学校、訓練所、養成所、講習会、現地などで電気技術に関する学習を受けた事実を記述することである。また、技能については電気設備の工事・維持又は運用に関する経験を述べる者で地位等を詳細に記載すること。
      添付書類の記載例
	資格承認を必要とする理由
　当鉱山は、受電電圧○○ｋＶ、最大電力○○ｋＷ、資本金○○千円、全従業員数○○名である。
　受電設備は、キュービクルで高圧電気を低圧に変え、負荷設備の主体は低圧電動機である。
　このように規模が小さいことから、電気主任技術者免状の交付を受けている者の採用が困難でやむを得なく○○○○（氏名）に電気工作物の工事・維持及び運用の監督を行わせざるを得ない状況にある。特に作業監督者の職務遂行に当たっては保安規程を遵守し、電気設備の保安の確保に留意する。


	承認を受けようとする者の自家用電気工作物の工事、維
持及び運用の保安に関する知識及び技能に関する説明書
　この度、承認を受けようとする従業員○○○○（氏名）は昭和○○年○○工業高等学校電気科を卒業（又は、平成○○年第１種電気工事士試験に合格（第○号））し、平成○○年○○月まで○○株式会社○○工場において最大電力○○ｋＷの需要設備について、第２種電気主任技術者の指導を受けて現場従業員として運転・操作・巡視・点検などの業務を行った。
※卒業証書又は試験の合格証の写しを添付



